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平成１７年１０月３日 

  

 企業会計基準委員会 御中 

  

                              信金中央金庫 

 

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針（案）」に対する意見書 

 

 標記に対する意見を下記のとおりとりまとめましたので、ご検討方よろしくお願い

いたします。 

 

記 

 １．意見 

  株式会社とは異なる形態の企業間（「協同組織金融機関」である信用金庫等）

の結合に係る会計処理方法については、次の理由に鑑み適用除外としていただ

きたい。 

 

 ２．理由 

当該基準および適用指針は、商法特例法および証券取引法による上場会社を

対象としていることは明らかである。 

しかしながら、「協同組織金融機関」である信用金庫の普通出資証券は、い

つでも額面で取得でき、脱退によって払戻しを受ける場合でも、定款により額

面を超えて払戻しを受けることはできない。また、株式会社の株式とは異なり

市場性も時価の概念もない。このため、合併時に解散金庫の出資者は、その出

資額に応じて存続金庫の同額面の普通出資証券の交付を受けているのが実態

である。 

さらに、信用金庫の会員は、出資額の多寡にかかわらず各々１箇の議決権に

限られており、株式会社のように支配・被支配の関係が成立するものではない。 

したがって、信用金庫の合併において、当該基準および適用指針をそのまま

適用することは困難であり、適用除外すべきと考える。なお、本件の判断にあ

たっては、信用金庫法の主務官庁である金融庁とも十分ご協議していただくこ

とが必要であると考える。 

                                  以 上 


